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★お買い上げありがとうございます。 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
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☆ 安 全 情 報 
 
☆ この製品は一般的な産業機器などに取り付けて使用する振動モータです。振動させる

目的以外には使用しないでください。 
 
☆ 製品の安全性については十分に配慮していますが、この説明書の危険・警告・注意を

よくお読みいただき正しくお使いください。 
 
☆ 下記の表示は万一にも他人や自分に障害や損害を与えることのないように、この製品

を使用していただくための危険表示・警告表示・注意表示です。 
 

 
危 険 
(DANGER) 

【危険】は、死亡または重傷を負う可能性のある切迫した

危険な状況を示す表示 

 
警 告 
(WARNING) 

【警告】は、死亡または重傷を負う可能性のある危険な状

況を示す表示 

 
注 意 
(CAUTION) 

【注意】は、軽傷または中程度の障害を負う可能性のある

危険な状況を示す表示 
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 警 告 
（死亡事故を受けないために） 

 
 爆発性雰囲気、引火性ガスの雰囲気、腐食性の雰囲気、水のかかる場所、可燃物のそ

ばでは使用しないでください。火災・けがの原因になります。 
 

 モータおよび駆動基板を分解・改造しないでください。けがの原因になります。 
 

 入力電圧は定格範囲を必ず守ってください。火災の原因になります。 
 

 停電した際は電源を切ってください。停電復旧時にモータが突然作動して、けが・装

置破損の原因になります。 
 

 高い所へ設置する場合は落下防止を設備してください。人やものの上に落ちると障害

や損害を受ける恐れがあります。 
 

 製品が万一落下した際は落下防止用ワイヤーに外観上の異常が見られなくても必ず交

換してください。 
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 注 意 
（障害や損害を受けないために） 

 
 銘板に表示された電圧を守って使用してください。銘板に表示された電圧より高い電

圧で使用するとモータが焼損し、絶縁物が破壊され感電する恐れがあります。 
 

 この製品は振動します。取り付ける場所は共振しないように確実に補強して使用して

ください。 
 

 共振すると取り付け部分が破損したり、ボルトが緩んだり、折れたりして落下する恐

れがあります。 
 

 サイドカバーをはずした状態で運転は絶対に行わないでください。けがをする恐れが

あります。 
 

 この製品が斜めの状態で設置されている場所で遠心力を調整する場合は、ウエイトが

落下しないよう十分注意してください。 
 

 運転中や停止後しばらくの間はモータ、駆動基板に触れないでください。モータ、駆

動基板の表面温度が高温のため、やけどの原因になります。 
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〇 ま え が き 
 
このたびは直流電源振動モータをお買い上げいただきありがとうございます。 
 
ご使用になる前に必ずこの取扱説明書をお読みください。 
 
この製品の性能を十分に理解して適切な取り扱いと点検整備を行い、いつまでも安全に効

率よく使用されるようお願いいたします。なお、この取扱説明書はお手元に大切に保管し

てください。 
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〇 安 全 
 

 注 意 
（作業上身を守るために） 

 
○ この製品の取り付け作業をする場合は安全帽・安全手袋・安全靴および安全ベルトを

着けて、安全な装備で行ってください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 安全帽着用 安全手袋着用 安全靴着用 安全ベルト着用 
 
○ この製品の取り付け作業は足場を固め安全な環境で行ってください。 
 
○ この製品を点検する場合はケーブルを電源から必ずはずしてください。感電する恐れ

があります。 
 
○ この製品を高い所へ設置および点検する場合は、必ず安全ベルトを着用して行ってく

ださい。 
 
○ この製品は運転中に高温になります。不用意に手や身体を触れないように注意してく

ださい。 
 
○ サイドカバーをはずした状態での運転は絶対に行わないでください。回転部と接触し

て重大な事故を起こす危険があります。 
 
○ ウエイト調整を行う場合は電源を切ってから行ってください。けがの原因になります。 
 
○ この製品を運搬する場合は、製品の質量を確認し製品質量以上の定格荷重を有する吊

り具を使用してください。落下してけがをする恐れがあります。 
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 注 意 
（末永く使用していただくために） 

 
○ この製品の取り付けは共振や不規則な振動にならないように確実に補強をしてくださ

い。共振や不規則な振動でボルトが緩んだり、取り付け部が破損したりする恐れがあ

ります。 
 
○ この製品は耐水型構造（保護等級ＩＥＣ規格ＩＰ６６相当）を採用していますが、故

意に水をかけたり水中で運転したりしないでください。 
ＩＰコード 種 類 定 義 

ＩＰ６６ 
耐塵型 粉じんが内部に侵入しないこと 
暴噴流に対して 
保護されている 

機器に対するあらゆる方向からの強力なジェット

噴流水の水が有害な影響を及ぼさないこと 
 
○ この製品を運搬または車の荷台に積み込み作業を行う場合は、両手で本体を持ち上げ

て行ってください。ケーブルを持って吊り上げたり引っ張ったりしないでください。

ケーブルが断線します。 
 
○ 使用条件によっては定格電流を超える場合があります。その際はウエイト角度調整（遠

心力を下げて）を行い、定格電流を超えないようにしてください。 
 
○ この製品の運転周囲温度は０℃～４０℃です。温度範囲外で使用すると動作不良や絶

縁物が破損する原因となります。 
 
○ 異常が発生した際はただちに運転を停止してください。火災・感電・けがの原因にな

ります。 
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〇 設 置 
 

 設置作業を行う場合は必ずケーブルを電源からはずした状態で行ってくだ

さい。突然作動してけがをする恐れがあります。高い所へ設置するときは、

落下防止を設備してください。 
 
○ この製品の取り付けは足の設置面４箇所のレベル（水平度）を出してから取り付けて

ください。レベルを出さないで設置すると共振し不規則な振動をして、本機または取

り付け物を壊す恐れがあります。 
 
○ モータの周囲に可燃物をおかないでください。火災・やけどの原因になります。 
 
○ モータを運転中はカバーを付けてください。けがの原因になります。 
 
○ この製品の取り付けは高張力ボルト、平ワッシャ、スプリングワッシャおよびダブル

ナットで確実に固定してください。 
 
○ 取り付けボルトが１本でも緩むと、モータが落ちたり機械が壊れたりして思わぬ事故

になる恐れがあります。 
 
○ この製品の取り付け部が溝型鋼の際は、必ずテーパーワッシャを使用してください。

テーパーワッシャを使用しないで取り付けるとボルトが曲がって折れる恐れがありま

す。 
 
○ 運転中はケーブルも振動します。ケーブルの根元から急に曲げないようにしてくださ

い。曲げる場合の半径は７５ｍｍ以上にしてください。 
 
○ ケーブルは他の機械や品物に接触しないようにしてください。接触していると振動で

摩耗し断線します。摩耗や断線を防止するためにスパイラルチューブなどを巻いて保

護した上で振動しない所に確実に固定してください。 
 
○ 取り付けボルトのサイズと締付トルクは、下記の「締付トルク管理表」を参照してく

ださい。 
 

■ 締付トルク管理表          高張力ボルト（強度区分１０．９） 
ボルトサイズ Ｍ８ Ｍ１０ Ｍ１２ 

締付トルク（Ｎ･ｍ） ３１ ６２ １０９ 
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〇 各部の名称 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーブル 

ストップリング 

サイドカバー 

ケーブル 

銘板 

Ｏリング 

固定ナット 

パッキン 

ケーブルグランド 

ロータ 

ベアリング 

キー 

モータケース 

ターミナルカバー 

（制御基盤付） 

プレート式ウエイト 

鋳物製ウエイト 

プラス側（茶色）には（+）の 
バンドを付けています。 
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〇 遠心力調整 
 

 ウエイトの遠心力調整を行う場合は必ずケーブルを電源からはずした状態

で行ってください。感電する恐れがあります。 

 

○ 本体が共振したり、定格電流を超えたりする場合は、ウエイト角度で遠心力の強弱を

調整してください。 

○ 固定ナットを緩め、調整ウエイト（手前側）をスライドさせて遠心力調整します。 

○ 本体両側のウエイト角度（ウエイト向き）が左右対称であることを確認してください。 

 

■ 鋳物製ウエイト（目盛り付き） 

1. 固定ウエイトの目盛り数字に合わせて調整ウエイトをスライドさせ、固定ナットで固

定してください。 

固定ウエイト：Ｍ１３ Ｐ１ 

締付トルク：３０Ｎ・ｍ 

2. 製品出荷時は、下図（目盛り７０％）の位置に調整しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 周波数別遠心力効率の関係表             ［ 出荷時設定位置 ］ 

ウエイト

目盛(％) 

100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0 
最大遠心力対比効率（％） 

100 90 80 70 60 50 40 30 20 10 0 
 

 

調整ウエイト 

（手前側） 

目盛 

固定ナット 

固定ウエイト 

（奥側） 
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■ プレート式ウエイト 

1. 調整ウエイトが複数枚の際は、複数枚同じ角度で調整してください。 
2. 固定ウエイトの凸に調整ウエイトの凹を合わせ、固定ナットで固定してください。 

締付トルク ： ３０ Ｎ･ｍ 
3. 製品出荷時は、下図〈１００°〉の位置に調整しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 調整ウエイト設定角度 
 
 
 
 
 
 

0°       20°  40°   60°    80° 
 
 
 
 
 
 
 
 

100°     120°  140°  160°    180° 
出荷時位置 

 
■ ウエイト角度と周波数別遠心力効率の関係表          ［ 出荷時設定位置 ］ 

EVCC 
ｳｴｲﾄ枚数 ウエイト角度 ／ 遠心力効率(%) 

調整／固定 0° 20° 40° 60° 80° 100° 120° 140° 160° 180° 
3-100 1／2 100 99.0 95.0 88.0 80.0 69.0 58.0 47.0 37.0 33.0 
3-200 3／2 100 99.0 94.0 87.0 78.0 66.0 53.0 39.0 26.0 20.0 

固定ウエイト 

調整ウエイト 

固定ナット 

固定ウエイト凸部 
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〇 ベアリング交換 
 

 ベアリング交換およびメンテナンス作業を行う場合は必ずケーブルを電源

からはずし、モータを取り付け部からはずして作業台の上で行ってくださ

い。けがや感電をする恐れがあります。 

 

○ ベアリングの交換およびメンテナンスは、ベアリングの種類および機種により手順が

異なります。また、専用工具も必要となりますので「ベアリング交換マニュアル」を

参照してください。 
 

■ ベアリングの交換時期 

この製品の運転時にモータの異常発熱、異常音（金属音など）、電流値の増加が確認

された際はベアリングの異常が考えられます。本機を分解しベアリングを交換してく

ださい。 
 

ベアリング交換時間目安 ： ５,０００時間 

 

※ 交換時間はウエイト角度・使用機械周りの状況など使用条件によって異なります。 
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〇 点 検 
 
〇 この製品はモータとしての使用条件が過酷であるため、必ず以下の点検を実施してく

ださい。使用中のトラブルをできるだけ少なくするためです。 

 
 運転開始後、週１回程度は増し締めを行ってください。次回、増し締め時

に緩みが確認されなければ以降は月次点検時に行ってください。 
 
○ この製品は電源を入れてから運転開始まで約５秒かかります。 

 
点検時期 点検箇所・項目 点検要領および判断基準 

日常 
負荷電流 定格電流値を超えていないこと 
ベアリング音・運転音 金属音や異常な不連続音などはないこと 

月次 
設置状態 ボルト・ナットの緩み（規定トルクで締める） 
ケーブルの損傷 摩耗や断線を目視で確認 
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〇 故障診断 
 

現 象 原 因 処 置 

始動しない 
接続部の断線 ステータまたはケーブルの交換 
結線違い プラス、マイナスを逆に接続している 
バッテリー電圧不足 ＤＣ２４Ｖを確保する 

保護装置が 
作動する 

保護装置の設定不良 定格電流に設定 
設置状態の不具合 ボルトの増し締め。設置面歪みの解消 
過剰負荷 負荷の軽減または遠心力調整 
ベアリング不良 ベアリングの交換 
設置面の歪み 歪みの修正 
はめあいの不具合 ベアリングまたはベアリングケースの交換 

本体の異常発熱 
破損または潤滑不足 ベアリングの交換 
周囲温度が高すぎる 設置環境の改善（０℃～４０℃） 

振動が弱い 
左右ウエイトの 
アンバランス 

ウエイトの角度調整（左右対称とする） 

※ 修理やオーバーホールをする場合は最寄りの支店・営業所にお申し付けください。 
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〇 仕様・製品寸法 
 
■ 仕様 

型式 
電圧 

(V) 

出力 

(W) 

電流 

(A) 

振動数 

(Hz) 

最大遠心力 

(kN) 

質量 

(kg) 

EVCC 3-100 DC 24 116 4.0 50 1.19 6.1 

EVCC 3-200 DC 24 116 4.0 50 2.07 6.7 

※ この製品は極性があります。茶色線をプラス（＋）側に接続してください。 

※ この製品は電源を入れてから運転開始まで約５秒かかります。 

 
 
 
■ 製品寸法図 

単位：ｍｍ 
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